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Itisweuknownthat,inmanufacturing
smokelesspowder,theproblemofelect･
rostaticchargeisamatterofgreatcon･
cem forwardingoffdatlger.Westudied
ontheelectrostaticchargeofsmokeless
powder. Fromourexprimentswedraw
thefollowingconclusion.1)Theamount
ofelectrostaticchargedependsonthe
electricresistanceofthepowder.The
amountofchargeonthepowderoflow
resistanceislowandthatofhigh ishigh.

2)Theamountofthechargeonthe
powderisproportionaltocontactarea
ofthepowder. 3)Theamountofthe
chargeonthepowderdependsonthe

charactaristics (Surface condition and
component)ofthematerialwllichcomes
incontactwiththepowder.
Butwhenthesurfaceconcentrationof

electrostatie charge is increased, the
amountofchargeissaturatedandbecomes
constanLWesupposethereasonwhythis
saturatedchargeoccursisthatthelea-
kageofchargefrom thepowderand
generatingchargeisbalanced.Andalso
ourexperimentsshowsthatevaporation
Ofsolventfrompowderdoesnotgenerate
the electrostatic charge. (Sakanoichi
plant.AsahiChemicalIndustryCo.,Ltd.)

雷 管 威 力 試 験 法 の 検 討

(第2報 :測定値に夢哲を及ぼす因子)

井田一夫,磯谷 陸,山本顕一郎,工藤陸轟●

J. 推 す

机報に於て.現在挺示されている雷管の威力試験法

26細新を紹介し.その中代蛮的と思われる就教法,即
ち紅綾法として鉛板瓶 釘武敦,砂耽敦,球妖艶

鉛噂就験.nq旗法として吸湿梢燦による-ス絡 J､

イ ド釈放.合l汁7税額について,それの表現する起爆

作用.方向性御こついて検討した｡その紡果.従来館

野の威力釈放法比猛威 (衝動効果)を測定するものと

考えられていたが.破片効果,熱効果を表わしている
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就欺法もあり,雷管威力の方向性をも加味して考える

と,銅板か敦と釘武敦の両者を採用し,丈に吸取粥燥

-ス就放攻はハイド拭故の何れかを併用することが弱

ましいgFを述べた｡

然し乍ら.妖艶法に於ては測定軸旋もqL'窄な条件で

あり,押現任が恐くてはすぐれた就験淡とは云 えな

い｡又就敬費用のことも,頻用J=ほ無税EfI火ない問増

である｡従って木組に於ては上記T都籾の代演的銑故

法について測定他 こ影響 を及ぼす国子,測定位の純

皮.試験経常等について検討する｡

11･ 測定伍に好学を及ぼす因子

(2すす)



2.1 曲板妊験

これは銅板の上に冊帝を_ll.で,雷管の燥充によって

鉛板に孔がPf適するかどうかを見たり又孔の紅後を測

iEJすることによって溜帝の威力を比故す る方 法 であ

る｡

鉛板孔径の沸定位に影響を及ぼす因子としては'鉛

頼氾腔.鉛板孔の六円からのゆがみ,鉛板上の筋管の

紙料符が考えられるので,これらについて検討した｡

(8) 鉛境温度による脚

約校の穿孔が鉛の怖敵によるならば,鉛板の温度が

高い場合には低い場合より怖酸し易いので,鉛板の温

度により孔後が典る啓である｡又雷管自体の氾齢 こよ

っても鯛肝威力が典ることも考えられる｡即ち同じ雷

管同じ鉛板を使桐しても冬期と夏期とで鉛板孔径が典

ることが考えられるのでこの点を検討した｡

就験結果は囲 Jの如 くであるが,これによると鉛板

も何符も何れも温度が祐くなると孔径が大 き くな る

那,鉛板氾度の方が好轡が大きい｡又鉛板と田野とを

同時に脱皮変化させ ると収も影響 が大きいが,冬期

(うOC)には夏期 (300C)よりも孔径が約 0･6mm小

さくなると考えられる｡このことは雷管製造工場に於

ける検漉成耕からも統計的に認められる｡
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×･･･-× 鉛板包皮は常に 300Cで雷管温度のみを

変えた場介

△･･･-△ 田簡投射 土笛に 30OCで匁板取収のみを

変えた場令

C- ○ 鉛板と岱甘とを同じ温度にして共に変え

た場合

阿) 鉛板包皮,甘管弘鑑と曲板孔径との開銀

(tI) 鉛板孔雀の測定位置による形等

約枚孔径を汎起する勘合には鉛板孔の-カ所又は二

カ所しか汎超しないが,鉛板に生じた穿孔は完全な円

形ではないので,測延位位によって鉛板孔径が頻るこ

とが考えられる｡即ち鉛板孔の其円からのゆがみのた

めにどの塩皮の沸定訳登が生じ得るかを検討した｡

6号館野によって好さ4mrnの鉛掛 こ生じたg･孔の

在径をql々の位位で16カ所対症すると,一つの鉛板孔

に対して)6コの測定蚊が得られるので,平均班文や捺

印佑煎Q等を計昇する｡同一ロットの留管で5枚の銅

板試験む光施して5枚の鉛板について同様のことを繰

り返し,かくして得られた5つの文の平均硫安及び捺

印偏差Uの平均放言を計募すれば衷 1の如くである｡

衣 1 分振乱の濁定位臥こよって生ずも侶盛

(単位 :mm)
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即ちこれに よれば鉛板孔 径の測定位既に依るOは

0.Jmm扱腔であるから対円からのゆがみは非常に小

さく,又Qは鉛板相互Plの標準偏差Qtよ り小 さいの

で.湘定位既に依って生ずる浜差はそれ転大きくない

ことがわかる｡従って鉛板孔径の油定は2カ所を掬定

してその平均位をとれば充分であろう｡

(C) 鉛板上に立てる℡守角度の彰等

冊肝の垂在からの供斜角皮が約70以上位になると目

視に上って鰯斜していることがわかるので,爽軒の拭

験で起り得る庇大悦斜PJ皮を70として,この場合につ

いて鉛板孔の六円からのゆがみ及び孔径の平均虻を約

定した鮮槻 2の如 くであった｡尚鉛板孔径は8カ所

測定して標準猫糞Qを決めたB

衷2 鉛板上の部管を蛾斜させた場合の孔任(mm)
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即ち我2に放れは,この賂合も鉛板孔の耐定位把に

よる標準偏差Qは鉛板相互間の標準偏差5よ り小 さ

く'･:RlのQと同程度であるので,雷管が70供斜した

からといって孔径の六円からのゆがみが大きくなると

は云えない｡然し乍ら栽Jの牙と衷2の=とを比駿す

ると求2の方が小さく,両者は危険率5%で有定差が

ある｡従って鉛板上の筋骨が傾斜すると鉛板孔径が小

さくなると考えられる｡

上紀の(A)伽(C)を辞合すれば,鉛板孔径に彫轡する釈

放条件は割合少いことが分る｡

2.2 釘 就 故

釘就験は長さ4インチの釘の側面に雷管を結びつ

汁,認管の爆発後釘の曲り角度を釣るのであるが,釘

の曲りJlJ度に影野を与える田子として比.常管を終る

銅舟の虹技.釘と珊管の軸が完全に平行かどうか.顔

線で田野を釘に巻きつける際の巻数等が考えられるの

8 (800) =飛火弗協会肱



衆3 釘 沃 敦 の 弱 定 伍 に 彫 坪 を 与 え る 囚

でこれらについて故射した播巣は来3の如 くであ

った｡終価 管拭料は JlSによる6号雷管

である｡兼3によれば銀線が細くなって釘と

雷管との間隙が小さくなると釘の曲り角庇は大きくなり,その

影噂は相当挙るしい｡このことは碍管からの軽度によ

って横方向の衝動瓜が急故に波京するという輩者の掬定

結果1)(研牢振子による)を押助罪したものと考えら

れる｡釘と部肝の軸とが平行でなくなると釘の曲

りJTJ酸に大きい彫啓を与える群が予想されたが,袈

3の結果で比この好守辻それ笹大きくはなく,約200

交叉しても曲り角皮は余り変らない｡又舘管を釘に辞

りつける際の銅線の砂を散は多い方が曲り角庇が小さ

くなっているが拳を歓が少い掛合にはバラツキが非常

に大き(なっているので.平均虻又に有恋葺があるか

どうかは疑何である｡従って巻き数にJ:つては曲り

角皮に好甲は少ないが.巻き数が多い方がバ

ラツキが少なくなるので良いと考えることがLtI来

る ｡現在の釘的晩法では釘を符る銀線は2275銀 (

米国椋野)と規定されているので常管と釘との距離に

よる彫軌 なくすことが出来る｡従って釘と雷管との交

叉角皮や鵬 の巻き敦による彫轡が少ないことが判明した

ので釘鈍晩は燐鉱に光度すれば,甑定精度は番くない

拭験法と考えることが出来る｡ 12.3秒 験 故

砂釈放の方法は釣穀ボンベの中に20mesh通過

30mesh止りの砂を入れ.砂の中に雷管を挿入して爆

発させ.砂の破砕度 (30mcSh通過の砂の盃最)によっ

て



2.5 鈎辱扶取

この銑鉄は鉛噂中央の小孔に冊好む取入し,雷管爆

発後の拡大容税を測'jLtLて懲肝威力の比故尺度とする

のであるが,第 1軸でも述べた如く鉛噂寸腔に明砕な

規定はない｡

鉛噂拡大低に彫轡を与えるLg子としてほ,幻噂寸皮

特に外径,雷管挿入後の塀鵜の有無,雷管押入孔の直

径 (即ち雷啓挿入孔と℡体との開陳の大きさ),鉛苛

温度,等が考えられる｡

衷5 籍噂拡大mに影野を及ぼす因子

讐 些 過 盈
鉛 噂 包 皮

I,｡clo｡cL30｡C

‥;…二…:…

珊--8･額記しない取り次の条件で釈放した｡

鉛噂外径:10cm.信管挿入孔 8mm卓.項鴻

無 し

匁項星夜 :20-250C

使用雷管は J]Sによる6号何管,即ち銅管

体,外径6.5mm,鼓顎丑テ日)-ル0.45g,

富来爆粉 0.40g｡
撒 結果は衷5の如くであるが.これによれば鉛噂

外径の影響が相当大きく.鉛噂外径が小さい方が拓大

任は大きくなる｡又塀宅があるとない場合より拡大虻

は大きくなる｡雷管押入孔と雷管とのnq隙は少ない方

が拡大伍は大きくなり.鉛噂乱酔Ji揃い方が鉛が桁赦

し易すいので拡大値は大きくなる｡

然しこれ苛は鉛壕作劇の際の寸庇を一定にすれば管

体の外径が同じである限り容易に管理出来るし.又鉛

噂温度は夏期と冬期とでは典るが同一鉄幹に於ける拡

大任を比敬する場合には考慮しなくてよい｡即ち翰噂

欽敦は比放任としては剖合剤延締まの高い餅故法と考

えることが出来る｡

2.4 -イド妖敦

ハイド蹄 は現在我国のJtSにも採用されているが'

就敦の粟額は,厚さ 30mm の鉛板上に鈍化成型爆薬

(TNT とタルクの混合物)を択き.雷管を挿入して

爆発後鉛板に生じた凹みの孔径によって雷管の威力を

比故するのである｡

ハイ ド鉛板孔径に瓜も蒐嬰な膨轡を与えるのは成g_

爆薬の取払であるが,これにはTNTの純度,粒度,

成型燦薬の密Df.薬丘,寸皮等が苅噴な因子である｡

TNTの純度は′､イド氏等の許敵とJp7枚JISでも凝固

点 79.6oC以上,粒度は0･lt5-0･5mmとなっている

10

那,成型糠茶の密度..#放 _寸法の決め方には二つの

方法がある｡即ち Haid氏等が炎施した方法4)ではLF.

押Lfカを 1250kg/cmZとして成型爆薬の寸度 (･R高)

が一定となるように燕庇を 30gからタルク5% を増
加する海に 0.5gづつ増加させるのである｡-1}-JIS

では圧押圧力は 500kg/cmtとし,タルクの帝合比が

変っても雑魚は館に30gとして薬高寸度は規定しない

のである｡即ち,JISりではタルクの取合比が増加す

ると成型爆薬の軒端は低くなる｡′､イ ド妖験の鉛板孔

径は薬免によって も罪跡 こよっても変 るので Haid

法,JTS払夫々一点一姫と思われる｡

来島氏研)は′､イ ド武験法の欠点として,①タルク

の混合率と鈍性爆薬の爆轟性とは比例しない,即ち爆

薬の中に不鯨物を含むことは不合理であること,㊨

TNTの粒度,成型爆非の圧搾瓜 タルク丑の僅かな差

gQ(こよりばらつきが起り易いこと,◎起爆点から発端

まICの･&さが余り大きいと薬包畑軽度の弟が不明瞭で

あること.以上三点を指摘し,鈍性爆薬として TNT

とテ トリールとの混酸的近薬を捷案した｡Beyling

氏寄りはハイド放映に使用する船 坂は同一t7γト

のものでないと孔径が興る点を,又 Arundel氏勺は

成型爆薬の雷管抽入孔とEI管との何喋の大きさによっ

て鉛板孔径が興る点を指摘している｡この外鉛板の温

皮,爆薬成型役の径適時nq等も鉛板孔径に好守を与え

ると思われるのである｡

この様にハイ ド鉄幹に影響を及ぼす因子は非常に多

いのであるが,雷管の威力統験法としては比較班を弼

定すればよいのであるから.糊雌は実用上満足すべき

銑験持庇が得られるかどうかに締着する｡従って準者

符は′､イ ド米欧成掛に影響を及ぼす因子の中で尖用上

地も韮紫と思われるタルクを合比.TNT幾度.純度,

水分,成型爆薬の装堺癖皮.鉛板温度,雷管と成型爆

薬孔との間隙の彫寧等について検討し,′､イ ド妖験が

共用上充分な柵皮を有しているかどうかを見ることと

した｡

(A) 放散拭料

鈍色燦･Xの成分たる TNTは A,a,8㌧の3粍類

を使用した｡Aは日本化薬厚狭 作業所で製造したも

の,Bは米甲の砲弾より放り出したもの,B′比 Bを

再結晶して柿興したものである｡タルクは糊 一級品

を施用した｡

雷管飲料としては,タルクの程合比の好守を見る拭

鰍 こほ国際規格による3,6,8号曽東棟準雷軌 及

びJISによる3,6,8号テトリール取成雷管を使用

したが,その他の釈放ではJTSによる6号テトリール

混成雷管のみを使用した｡管体は何れも鈎である｡

(tI) 扶助方法

(802) エ粟火薬協会港



軸性爆薬 (成型煤塵)を銅盤するにはTNfとタ

ルクの汲食物 30grを成型容器紅入れ.装収縮皮の

彫轡を就験する場合以外はタルクの配合比にIX)係な

く成型爆薬の高さが 25mm になるように定寸庄押

した｡即ち常に△=1.84となるようにした｡JISで

は圧搾圧力を常に一定として成型爆薬の寸皮を視超

していないがタルクの比塵はTNTの比魂より大き タ

いのでタルクの混入率が増えると圧拍圧力は一定でル

も成型爆薬の薬高は低くなり･装現比盛△ほ大きく ク
なるのである｡又筆者の試験で成型爆薬の薬最を30

gr･として一定にしたこと,成型爆薬の紅径を 25m

mとしたこと,雷管挿入孔の直径を 7mm,孫さを

25mm としたことはJISと同じである｡

(C) 放散括果

就験結果は図2の如くである｡これにより次のこ

とが云える｡

図 2 -イド釈放に影響する国子
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雷管装薬畳が増加すると鉛板孔径は確

実に大きくなるが,
その遵典は写其I

の如く
,
タルク離合串で5%税政であ

る｡現
在のJISでは3,6,8
号でタ

ルク配合率を10%づつ変えているがこ

の点検討を要する｡
同じ号数なら標準

雷管より荘成雷管の方が慈かに致カで

ある｡
曲農の形は山本氏の報皆,)に斬

似し,
Haid氏等の報告I)とは若干典

っている｡
⑳T NT粒度の影響はHaid氏啓の報告

と同様粒度の細かいもの笹孔径が大き

い｡
特にタルク%が多くなったとさ粒

度の鱒が著しい｡
◎成型爆薬の装塀密度は大きい方が明ら

かに鉛板孔径が大きくなり,このこと

は圧搾圧の彰智が香るしいことを示し

ている｡
従って成型爆薬の調浜に当っ

てほこの点に細心の注意を婆する｡
⑳TNT純度の影響も相当大きい｡
即ち

同じTNTでも帝類によって鉛板孔径

に差異があり,
BよりもAの方が爆カ

が大きい｡
然しBを再結晶させたB/紘

Aよりも更に爆力が大きい｡
(9T NTの水分も僅かの差典で′､イド孔

径が鼻るのでこの点も鈍性爆薬銅盤の①タルク取合比は15%までは雷管号数による

蓮典が波 除留意すべきである｡われないが,15-35%の問で最も差異が明瞭に袈わ @鉛板担腔の

影響は実用亀田では殆んど静められなれる｡従って今回の就敦

条件では混成雷管の幼合タ い｡ルク配合比は25%が最適である｡又3,6,8号と ◎成型爆薬の孔

と雷管との間隙が大きくなると明らかYet.22.No.



に′､イド孔径は小さくなる｡とのことは同

じ成型糠兆でfLT帝外径の頻った就料を比故

すると相当大きな掛違が生ずるということ

で共用上極めて盈賓であるC.

(a) 発 癌

以上の如く′･イド放映比転々の因子によっ

て好響されることが明らかとなったが,デー

タのばらつきは殆んど絶対鮭の土5%以内に

入って居て制合少い｡これらのことから次の

冶飴が得られる｡

①ハイ ド釈放に彫轡を与える田子は非常に多

く,之等すべての田子を時間或は妙所の鼎

ったすべての紬 で同一に保つことは凶腔

であるから,時と場所とを異にしたノ､イド

耗敦の地対地の比故は潜嫁がない｡

◎放し乍らこれらの因子は同一の詫敦では一

定とすることがEh氷るので,同一沸教に於

ける歯々のデーターのバラツキは割合少な

く,雷管威力を相対的に比戟する場合には

ハイ ド粕 は倍額皮が高い｡

◎JlSではTNTの粒度.純度のみを規嬉し

図 3 吸湿鞘棒-ス釈放に形官を及ぼす田子

(D野管押入位位の静呼
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h (令)ているが'この外TNTの水分や薬臥 鉛

板の氾度や純度帝も孔鈍に彫響するので.出来れば金LT;g

的に統一された韮耶即肝と比政して雷管号数を決嬉

する方が合理的と思われる｡2･T 晩五胡嬢

によるヘス武玩これは鈍化畑薬として碑安爆薬に致

%の水分を加えたものを使用し,頗薬の-ス試敦の要領 (

出し鉛蛙は1コ使用)で鉛珪圧放任によって燈力

を甜定し.それを以てその際使用した雷管の威力と判定す る

のである｡この飲助に脚 を及ぼす因子として札

館野の押入位故 (挿入沖さ),天俵 (気温,湿度1,

吸迎qi雌の義時変化.水分泡合繊札 鉛柱粒度等が考

えられるので,車軸ではこれらについて検討した｡(A

) 駄故拭料銑験鈍料として使用した爆薬は日本化燕呼次作艶所

封のD新硝安燦茄であり,その取合成分は硝安76.2%
食塩5%,齢 とカリウム7%,T.N.T3%

,D.N.N6%,米粉静紛2･8%である｡雷管

は ))Sによる6号テトリール汲成田管を使用した｡

(I) 触 方法飢験方法は,榊安爆薬約2-3kgを洗

面掛こ入れ一定虫の水分を添加して充分に混合し,吸湿硝

糠50gを敵径 Jk)mm のバラヒン妖筒に研究し,

その小に雷管を挿入して鉛柾の上に紅さ.雷管の爆発投

吸IV.刑燦の偉力によって生じた助柱の岳みを軌定して筋管起爆 (参鉛牲亀鑑の捗呼Ii賢･

'-_,: :

. I力の尺度とするのである｡(C) 拭取持果

得られた紡糸は図3の如くであるが. これより次のこと

が云える｡① 一般的に云えは薬包中の筋管の押入位

既は浅い方が圧政位が大きく,大谷氏等の粗食l

りと何様である｡これは弟一策包内では雷管の細入

位把から遠ざかるに従って倍速が大きくなる

ことから当然予想 される｡雷管押入位政の鹿野は相

当大きいので-ス耗故に於てはこの点に充分注意す

る必要がある｡◎ 蛮者等の島牧によると同じ水分串

を輔億に加えても天俵によるためかその都度興った

圧較伍を示すことがあるのでこの点を故肘したところ,同じ水分%

でも夏期と冬期とでは圧放任が判り,同じ圧放任を得

るためには夏期は冬期よりも水分は少くてよいこと

が判明した｡③ 吸湿研煩を紙筒に吠頚椎燦兄釈放ま

でに.2-3時刷粗度の時間がかかることがあるの

で,吸担硝燦が益時変



多いものは経時変化を起すことがわかった｡従って

吸湿鞘悼む紙筒に朋突抜は出来るだけ速かに爆発拭

故を終了しなければならない｡

◎ 同じ水分丘を起合しても研燦と水との浪合時糊に

よって圧放任が典るかどうかを故肘したところ,水

分が4%以下であれば混合時間の彫轡は余り滞みら

れないが,水分が5%以上になると膨哲が現われ,

混合時間が長いと圧汐虹が小さくなること,混合場

所が正射日光下であると桐安の吸湿がはげしいので

泡合時佃が鑑かでも圧政伍は小さくなることが判明

した｡卿も水と璃燦との荻合は不充分では水が均-

に在らないし,余り充分にすると圧政位が低下する

恐れがあり熟練を嬰する｡

◎ 鉛捷氾虎の影響は実用範囲では温められない｡

(A) 寺 痕

吸湿研#(こよる-ス洗敦の圧浪伍に彫野を及ぼす因

子は以上の如く朝々あり.この中には天飯による影響

帝避け超いものもあるので,-ス紬 の成故は比故銃

としてのみ考慮すべきである｡又ハイ ド就験と比べて

雷管押入位腔の彫轡を皆無にすることが出来ないこと

や,研爆中に水分を添加するので鈍性熔薬の経時変化

の鞄 ;TNTとタルクの血合物より大きいので個々

の約定俵の′(ラツキがやや大きい｡DynamitA.Gで

は硝安の飽和水溶液をエ某爆薬に混入して鈍性爆薬就

験を行っているようであるが暮l),麓時変化の彫管を少

くする一つの手段として興味ある方法である｡

然し乍ら桐畑を水分で鈍化する方法は,TNTをタ

ルクで鈍化するハイ ド銑験に比べると,筋管の威力拭

政法としては埴かに実際的であり,兎も角吸湿研燦に

対して点燦力の大きい雷管は共用上安心して使用出来

るという長所を有する｡

Lu 触 将虎,触 歳費

駒項に於ては就故の湘定位に影野を及Lfナ因子につ

いて輸肘したが,拭淑柿庇,耽晩鐘費 (労務費即ち拭

験の能率を含む)も茄野なTm燭であるから,本項では

これらについて放射する｡

銑験持度即ち淘定位のバラツキの程度を表現するに

は色々な方法が考えられるが.鉛板拭験では測定の

対象となるのは鉛軌 径であり,釘珊敦では釘の曲り

角度であり,砂就敦では砂の破砕皮である如く,銑敦

法によって珊定の対魚が叔るので,これらの詫敦精度

を比故するには横申何基を平均位で臆した商,RPも何

基捺致C.0.Vを比駿するのが妥当である｡従って前

項で述べた7秤薪の代我的な銑映法について夫々CO
Vを計辞した,計罪の品礎となる数依(個々の測定放)

としてほ*紐以外に於て我 が々突施した多数の敢俵を

利用したが,ここには倍々の測定値は記述せず,計井

Yol.22.No.も 1841

岩鼻のみを衷6に示す｡

衆一 統致樹皮 釈放経染一党破

又統晩巨費としてP



妨J報に於て缶管の威力就験法を筋管の起爆作用に

関迎させて検肘したが,鉛板銑験と釘鈍映とを併用す

れば雷管の衝動作用のみならず破片作用や熱作用も衣

現出来るし,又館野の底方向.柄方向について別々に

威力を抑定出来るので好抑合であることを述べた｡野

に雷管起爆力の判定を砲炎にするためにはハイド試験

或は吸湿柄墳-ス試験の中何れか一つを尖施すること

が望ましいことを述べた｡

本掛こ於ては各辞試験法の抑定qllこ影野を及ぼす田

千(試験条件),就験純度 (脚注yL.の′(ラツキの包皮)

武組 骨導について検討したところ.醗抜放 (鉛扱.

釘,珍,球,鉛噂歳晩)では封建仇に好野を及ぼす因

子は割合少なくそれらは何れも管理可任なものである

那,間接法 (ノ､イ ド,-ス就験)では飽性燦薬の調整

に多くの国子が含まれて測定紙に影響することが判明

した｡又測定位のバラツキは批執法によって差はある

がCOVIC大体10%以下であるから測定困姥な程大き

い′マテツキではない.然し釘銑験や吸湿硝燦へス鈍欧

は批敦柿度の点から見て他の就験法に比べて統料雷管

の数を多くすることが盟ましい｡又拭故費用は鉛板拭

験,釘拭験は何れも虫も少く.鈍性爆薬を使用する拭

験はやや轟瓢湖;･J'くなるがハイ ド銑験の方が-ス拭政

よりも安価である｡

弟 1報の結飴と本軸の結漁を辞合すれば.舘管の威

力試験汝としては碇棲法では鉛板釈放と釘飢験,間接

法では-イド鈍敦を尖施すること,特にこの三者を併

用することが最も望ましいと考える｡

本研究を行うに当り終始御指噂御鞭擬を賜わった日

本化薬折尾作業所研究練妓木下四郎氏にIgく御礼を申

上げる｡叉木研究の実施並に発頚を許可された附折尾

作芙所長折原周氏,現所長山田正串氏に感謝する次筋

である｡
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ITtY雌tiJPtionBOntheTbBtOfAD血 AtOr(Pad 刀)

byKaLZuOIda.KenichiroYamamoto,Takashilsotani

andThkayoshiKudo.

Theconditionoftest,whichhavean

effect on the measured value, the

precisionoftest(coefficientofvariation)

andtheexpenseoftest(costofmaterial

andlabour)wereinvestigatedimthetyp･

icalmethodsfortestingthestrengthof

adetonator,namely,leadplatetest,nail

test,Sandtest,bantest,leadblocktest

(smallTrauZletest),ロaidtestandHess

tesL

Theresultsobtainedareasfollows:-

Thecontroloftheconditionforexact

testiseasyimleadplatetest,nailtest,
sandtest,balltestandleadblocktest,

ll

butdiLEicultinHaidtestandHesstest.

Theprecisionoftestisgoodinsand

test,leadplatetestandHaidtest,and

isnotgoodinHesstest.

Leadplatetest,nailtestandballtest

arelessexpensivethansandtest,lead

blocktestロaidtestandHesstest.Haid

test, however, isle弱 expensivethall
試esstest.

ConsideringfromPartIandPartⅡ

ofthispaper,itisdesirablethatone

takesleadplatetest,nailtestandHaid

testtogetherwith to determine the

tsrengthofadetonator.

(SOS) エ紫欠弗協会此


